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計
測
・
制
御
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
プ
ラ
イ
ヤ
の
横
河
電
機
株
式
会
社
（
東
京

都
武
蔵
野
市
）
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
健

康
診
断
時
に
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査

票
」
を
使
っ
て
社
員
の
ス
ト
レ
ス
調
査
を
行

い
、
職
場
単
位
で
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
個
人
へ
の
ケ
ア
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
き
め
細
か
い
対
応
を
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
、「
開
国
」
と

銘
打
っ
て
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
る
海
外
拠

点
の
外
国
人
社
員
へ
の
生
活
面
も
含
め
た
サ

ポ
ー
ト
を
展
開
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
は
、

休
職
制
度
を
変
更
し
て
治
療
に
専
念
し
や
す

い
環
境
も
整
え
て
い
る
。

１�　

健
康
リ
ス
ク
の
あ
る
職
場

全
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

　

同
社
が
健
康
管
理
で
用
い
て
い
る
「
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
」
は
、
健
康
と
の

関
係
が
深
い
①
量
的
負
担
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
上
司
の
支
援
④
同
僚
の
支
援
─
─
の
四
つ

の
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
要
因
を
測
り
、
そ
の

程
度
や
健
康
問
題
の
お
き
や
す
さ
の

程
度
を
み
る
も
の
。
た
と
え
ば
、
①

の
量
的
負
担
は
、
仕
事
の
量
や
困
難

さ
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
要
因
の
状
況
が

測
定
で
き
る
。
②
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
は
、
仕
事
の
自
由
度
や
裁
量
度
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
要
因
。
③
の
上
司
の

支
援
は
、
上
司
が
仕
事
量
や
業
務
負

荷
な
ど
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

状
態
。④
の
同
僚
の
支
援
は
、良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
か
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
要
因
が
測
定
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
調
査
の
結
果
を
み

て
、
健
康
リ
ス
ク
が
一
定
レ
ベ
ル
以
下

の
職
場
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
な
ど
し
て
認

識
を
深
め
て
い
る
。
他
方
、
健
康
リ
ス

ク
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
に
達
し
た
職
場

に
関
し
て
は
、
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
と
と
も
に
、
該
当
す
る
職
場
全
員
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
状
況

を
確
認
。
前
述
の
四
要
因
で
と
く
に
問

題
と
な
っ
た
部
分
を
踏
ま
え
、
指
示
系

統
の
確
認
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
あ
り
方
、

職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
な

ど
の
対
応
策
の
立
案
と
実
行
を
ラ
イ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
、
人
事
部
門

が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

ス
ト
レ
ス
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
社
員
は
、
本
社
と
甲
府
、
関
西
の
事

業
所
な
ど
に
所
属
す
る
約
四
二
〇
〇

人
。
健
康
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
、
人

財
本
部
人
事
企
画
部
の
安
西
利
幸
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
加
え
て
、
本
社
の
診
療
セ
ン
タ
ー

に
い
る
保
健
師
・
看
護
師
が
四
人
と
産
業
医

三
人
（
常
勤
二
人
、
非
常
勤
の
精
神
科
医
一

人
）。
甲
府
に
は
保
健
師
三
人
と
非
常
勤
の

産
業
医
が
一
人
。
関
西
に
も
保
健
師
と
非
常

勤
の
産
業
医
が
一
人
い
る
。
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
調
査
を
踏
ま
え
た
職
場
の
改
善
活
動
な
ど

に
つ
い
て
は
、
専
任
契
約
し
て
い
る
産
業
カ

ス
ト
レ
ス
調
査
で
職
場
環
境
を
改
善

ー
支
援
チ
ー
ム
が
外
国
人
社
員
へ
の
き
め
細
や
か
な
ケ
ア
も　
　

横
河
電
機
株
式
会
社

働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
す
企
業
の
事
例

調
査
・
解
析
部

<事例１>

～
図表１ 職場環境改善〔ストレス調査〕

実施内容～
◆「ストレス調査の実施」「調査結果の集計・分析」後の対応

①組織対応 〔総合健康リスクの高かった職場〕

①調査結果のフィードバック（説明会開催）

②個別ヒアリングの実施（該当職場全員）

③個別ヒアリング結果のフィードバック

④改善策の立案・実行

・マネージャー向け研修の実施 ・懸念事項への対応

④改善策の立案 実行

⑤改善策の進捗確認とフォロー

〔総合健康リスクの低かった職場〕
・調査結果のフィードバック ・説明会開催

②個人対応 個別 談 実施（希望者）②個人対応 個別面談の実施（希望者）

③結果の公開 年代別・職種別・事業部別・職階別などの分析結果をＷｅｂで公開

＊ストレス調査（職業性ストレス簡易調査票）
健康との関係が深い４つのストレス要因（量的負担・コントロール・上司支援・同僚支援）を測定し、その程度や健康問題の起きやすさ（健康リスク）の程度をみる

横河電機本館外観（横河電機提供）
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ウ
ン
セ
ラ
ー
が
主
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　
保
健
師
と
の
個
別
面
談
も

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
調
査
で
は
、
保
健
師
・

看
護
師
と
の
面
談
希
望
に
つ
い
て
も
尋
ね
る

の
で
、
そ
こ
で
希
望
す
れ
ば
保
健
師
・
看
護

師
か
ら
本
人
に
連
絡
が
行
く
。
面
談
の
な
か

で
「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
会
社
に

行
く
の
が
辛
い
」
な
ど
と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
予
見
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
や

態
度
が
み
ら
れ
た
ら
、
早
期
の
対
応
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　

ス
ト
レ
ス
調
査
実
施
後
の
職
場
の
反
応
に

つ
い
て
、
安
西
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
も
重
要
な
ラ
イ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
役
割
だ
が
、
ラ
イ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
自
身

が
多
忙
で
あ
り
職
場
で
は
専
門
性
の
高
い
業

務
が
多
く
、
各
メ
ン
バ
ー
へ
の
き
め
細
か
い

ケ
ア
を
す
る
に
は
難
し
い
点
が
あ
る
。
そ
の

点
、
ラ
イ
ン
長
に
代
わ
り
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
職
場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

心
の
専
門
家
が
職
場
状
況
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
で
、
見
え
な
か
っ
た
職
場
の

状
況
が
わ
か
り
、
ラ
イ
ン
運
営
に
役
立
つ
と

好
評
だ
。
今
後
の
課
題
は
、
個
人
の
業
務
の

専
門
性
が
高
い
た
め
上
司
や
同
僚
に
業
務
の

相
談
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
た
め
日

常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
希
薄
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
ラ
イ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
な
ど

と
話
す
。

２�　

外
国
人
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
の

た
め
に
支
援
チ
ー
ム
を
発
足

　

一
方
、同
社
で
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら「
開

国
」
と
銘
打
っ
て
、
海
外
拠
点
に
い
る
現
地

社
員
を
積
極
的
に
本
社
で
受
け
入
れ
、
国
内

か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て
い
る
（
図

表
２
）。
同
時
に
、「
日
本
に
来
て
安
心
し
て

働
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
考
え
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｒ
部
内
に
専
任
の
支
援
チ
ー
ム

を
立
ち
あ
げ
、
外
国
人
社
員
へ
の
家
族
も
含

め
た
ケ
ア
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
充
実
に
も

努
め
て
い
る
。
支
援
チ
ー
ム
は
、
日
本
で
の

仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上
が
る
よ
う
、
主

に
生
活
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、

結
果
的
に
そ
れ
が
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
開
国
」
で
国
内
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

推
進

　

同
社
が
「
開
国
」
に
踏
み
出
し
た
背
景
に
、

「
海
外
売
り
上
げ
比
率
が
六
割
近
く
な
る
な

か
、
海
外
で
先
頭
に
立
つ
人
財
を
本
社
で
育

て
る
必
要
が
高
ま
っ
た
」
こ
と
が
あ

る
。
支
援
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
人
財
本
部
の
新
井
千
之
・
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｒ
部
長
は
、「
そ
う
い
っ

た
人
財
は
本
来
、
日
本
人
社
員
が
中

心
に
な
る
べ
き
で
、
実
際
に
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
も
の
の
、
な

か
な
か
広
が
り
が
見
え
な
い
ジ
レ
ン

マ
が
あ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　
「
海
外
に
出
向
さ
せ
て
経
験
を
積

ん
で
も
、
そ
の
人
だ
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
て
、

国
内
に
残
る
社
員
が
な
か
な
か
世
界

の
変
化
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、
周

囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
、
海
外
か

ら
人
を
呼
び
込
ん
で
、
周
囲
へ
の
影

響
を
喚
起
し
よ
う
と
考
え
た
。
た
と

え
ば
、
海
外
か
ら
人
財
が
一
人
で
も

来
た
職
場
は
、
自
ず
と
英
語
を
使
わ

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
当
社
は
、
二
〇
一
五

年
ま
で
に
若
手
を
中
心
と
し
た
五
〇
〇
人
程

度
に
海
外
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
が
、
仮
に
一
人
の
外
国
人
社
員

が
職
場
の
五
人
に
影
響
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、

二
〇
一
五
年
ま
で
に
海
外
か
ら
一
〇
〇
人
の

人
財
を
受
け
入
れ
て
『
×
五
倍
』
の
影
響
が

お
よ
ぼ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
な
っ
た
」

　
外
国
人
が
住
み
に
く
い
国
、
日
本

　

こ
こ
で
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の

が
、「
日
本
と
い
う
国
が
海
外
の
人
か
ら
み

た
ら
非
常
に
住
み
に
く
い
」
こ
と
だ
っ
た
。

日
常
生
活
で
英
語
が
通
じ
に
く
い
こ
と
か
ら

始
ま
っ
て
、
職
場
の
諸
規
定
も
看
板
も
日
本

語
ば
か
り
。

　
「
事
実
、
日
本
に
来
た
外
国
人
社
員
が
本

社
を
み
る
と
、
海
外
拠
点
の
ほ
う
が
仕
事
を

す
る
環
境
と
し
て
は
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
ま

ま
帰
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
な
っ
た
。
昨

年
三
月
ま
で
は
対
象
と
な
る
外
国
人
社
員
は

五
人
。
四
月
以
降
、
そ
の
数
は
一
〇
人
に
増

え
た
が
、
二
〇
一
三
年
度
に
向
け
て
の
各

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
の
話
し
合
い
で
は
、

そ
の
数
倍
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
可
能
な
限
り

対
応
し
て
い
く
考
え
で
も
あ
る
」

　

そ
こ
で
早
急
に
不
整
合
を
取
り
除
こ
う
と

昨
年
四
月
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｈ
Ｒ
部
内
に
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
ど
う
い
っ
た
問
題
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
解
決
で
き
る
か
を
進
め

て
き
た
（
図
表
３
）。

　
言
葉
と
手
続
き
の
煩
雑
さ
が
問
題
に

　

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
言
葉
と
手

続
き
の
煩
雑
さ
の
二
点
だ
っ
た
。

図表３ 「開国」に向けた取り組み

１．人財本部内に駐在支援チームの設置と役割
ー従来行っていた海外駐在員（日本人）のサポ ト業務に加

え、海外拠点からの赴任者の「受入」において、赴任者の
日本での生活が順調に立ち上がるよう、人事が全面的にサ
ポートする。

２．インフラ整備
■英文化

・各種マニュアル、人事関係規程集

■ガイドライン

・住居、設備・家具のガイドライン設定

■受入時教育

・受入時オリエンテーション

（会社紹介、各種規程、コンプライアンス等）

図表２ 開国の目的－海外拠点人財の受入れー

ＹＯＫＯＧＡＷＡグループの人財育成

■本社のグローバル化■本社のグロ バル化
１）　ビジネス強化

・２）　本社社員の多様化 異文化への対応力向上

■海外拠点メンバーのキャリア形成■海外拠点メンバ のキャリア形成
１）　グローバル本社での業務経験
２） 異文化への対応力向上
３）　本社メンバーとのネットワーク（人脈形成）
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ま
ず
、
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
規
程

や
契
約
書
類
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
英
文
化

を
進
め
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
部
分
は
網
羅

で
き
て
い
る
。「
出
向
だ
っ
た
り
本
社
の
契

約
社
員
で
入
社
す
る
な
ど
、
個
々
人
で
雇
用

契
約
も
異
な
っ
た
り
す
る
が
、
そ
う
い
っ
た

対
応
も
含
め
、
書
式
関
係
は
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で

き
た
。
ま
た
、
こ
う
い
う
場
合
は
こ
こ
に
行

け
と
か
、
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
こ
う
い
っ
た

対
応
を
し
て
欲
し
い
な
ど
と
い
っ
た
細
か
な

対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
整
っ
た
」。

　

そ
の
う
え
で
、
日
ご
ろ
の
声
か
け
も
欠
か

さ
な
い
。「
職
場
の
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、日
々

の
や
り
と
り
、
社
内
の
餅
つ
き
大
会
や
果
物

狩
り
な
ど
の
同
好
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
積

極
的
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、
他
の
社
員

と
の
交
流
も
深
め
て
も
ら
い
、
孤
独
を
感
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
ケ
ア
し
て
い
る
」。

　

一
方
、
手
続
き
面
に
関
し
て
は
、
当
初
は

職
場
任
せ
だ
っ
た
た
め
、
非
常
に
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
ケ
ア
が
で
き
て
い
る
職
場
が
あ

る
一
方
、
業
務
が
多
忙
で
な
か
な
か
行
き
届

か
な
い
職
場
も
あ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が
生
じ

て
い
た
。「
そ
れ
を
支
援
チ
ー
ム
が
統
一
的

な
対
応
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。
た
と
え

ば
、
来
日
前
の
ビ
ザ
や
住
居
や
家
具
の
レ
ン

タ
ル
、
子
女
が
い
た
ら
学
校
の
手
配
、
携
帯

電
話
の
手
続
き
な
ど
生
活
全
般
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
つ
い
先
日
も
奧
さ
ん
が
日
本
で
出
産

す
る
こ
と
に
な
り
、
急
い
で
病
院
の
手
配
を

し
た
。
支
援
チ
ー
ム
が
担
当
す
る
こ
と
で
サ

ポ
ー
ト
が
安
定
す
る
し
、
職
場
の
負
担
軽
減

に
も
な
っ
て
い
る
」（
図
表
４
）。

　
駐
在
員
や
外
国
籍
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
も

　

支
援
チ
ー
ム
は
現
在
、
六
人
。
チ
ー
ム
を

統
括
す
る
チ
ー
ム
長
以
外
は
、
給
与
、

社
会
保
険
、
税
金
関
係
を
二
人
が
担
当

し
、
後
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
欧
米
・
南

米
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
ジ
ア
、
中
東
・

ア
フ
リ
カ
の
地
域
別
に
分
か
れ
て
、
密

着
型
の
対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の

仕
事
自
体
が
ま
だ
新
し
い
た
め
、
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
で
進
め
て
い
る
。
割
り
振

り
に
関
し
て
も
、
試
行
的
に
地
域
で
担

当
を
分
け
た
と
こ
ろ
、
文
化
や
宗
教
な

ど
の
特
性
が
あ
る
た
め
、「
う
ま
く
は

ま
っ
た
」
の
だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
支
援
チ
ー
ム
は
、「
海
外
拠

点
か
ら
み
た
ら
、
出
す
方
も
来
る
方
も

同
じ
担
当
者
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
」

な
ど
の
理
由
で
、
海
外
に
駐
在
し
て
い

る
日
本
人
社
員
約
一
五
〇
人
の
ケ
ア
も

担
当
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
主
に
出

入
国
時
の
ビ
ザ
の
処
理
や
給
与
、
休
暇
、

勤
務
地
の
諸
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

駐
在
員
が
自
分
自
身
で
や
り
き
れ
な
い
部
分

を
請
け
負
う
。
こ
の
ほ
か
、
外
国
人
留
学
生

な
ど
国
内
の
採
用
枠
で
入
社
し
た
外
国
籍
社

員
約
五
〇
～
六
〇
人
の
相
談
に
も
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
職
場
の
負
担
軽
減
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

　

新
井
部
長
は
実
感
と
し
て
、「
出
す
よ
り

受
け
入
れ
る
方
が
は
る
か
に
大
変
だ
」
と
指

摘
す
る
。「
採
用
し
た
外
国
籍
社
員
は
日
本

語
の
で
き
る
人
が
多
い
が
、『
開
国
』
で
来

る
外
国
人
社
員
は
英
語
し
か
で
き
な
い
人
も

多
く
、
一
人
当
た
り
の
労
力
は
出
す
場
合
の

二
倍
、
三
倍
に
な
る
」。

　

そ
の
分
、
職
場
か
ら
は
「
非
常
に
楽
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。「
今

や
普
通
の
人
事
異
動
や
長
期
出
張
で
海
外
か

ら
人
が
来
る
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
な
く
て
は
、
と
の

職
場
の
危
機
感
も
強
ま
っ
て
き
た
。
今
後
は
、

急
速
に
人
数
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
の
で
、
受
け
入
れ
職
場
の
教
育
も
考
え
、

外
国
人
社
員
の
ケ
ア
と
と
も
に
現
場
教
育
に

力
を
入
れ
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。

　

こ
う
し
た
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て
、

人
財
本
部
長
の
山
崎
正
晴
氏
は
、「
外
国
人

社
員
に
は
、
出
社
初
日
に
就
業
規
則
な
ど
の

ル
ー
ル
を
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
す
る
が
、
当
然
、

一
回
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
運
用
の
な
か

で
繰
り
返
し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
目
標
管
理
制
度
や
三
六
協
定
、
勤
怠
管

理
の
仕
組
み
な
ど
も
受
け
入
れ
時
に
説
明
す

る
け
れ
ど
、
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
や
は
り

時
間
も
か
か
る
。
こ
の
作
業
は
結
構
大
変
で
、

そ
う
い
っ
た
部
分
を
支
援
チ
ー
ム
が
一
手
に

引
き
受
け
る
こ
と
で
、
職
場
は
ビ
ジ
ネ
ス
に

専
念
で
き
る
。
そ
の
あ
た
り
を
職
場
が
メ

リ
ッ
ト
と
感
じ
て
く
れ
た
ら
と
思
う
し
、
欲

を
い
え
ば『
こ
の
制
度
は
良
い
』と
職
場
発
信

で
広
ま
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

３�　

実
情
に
合
わ
せ
て
休
職
制

度
を
変
更

　

日
本
人
社
員
だ
け
で
な
く
外
国
人
社
員

に
も
目
配
り
す
る
同
社
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
で
も
特
徴
的
な
変
更
を
実
施
。

二
〇
一
二
年
度
か
ら
休
職
制
度
を
見
直
し
、

メ
ン
タ
ル
疾
患
に
よ
る
長
期
欠
勤
者
が
治
療

に
専
念
で
き
る
体
制
や
復
職
し
や
す
い
環
境

を
整
え
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
安
西
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
実
情
に
合
わ
せ
た
変
更
だ

と
説
明
す
る
（
図
表
５
）。

　
「
当
社
は
創
立
九
七
年
の
歴
史
が
あ
り
、

休
職
制
度
自
体
が
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
特
化
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
て
、
欠
勤
期
間
も
長
く
設

定
し
て
い
た
。
だ
が
、
最
近
は
メ
ン
タ
ル

疾
患
で
休
職
す
る
人
の
割
合
が
増
し
て
い

て
、
実
数
こ
そ
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の

の
、
休
職
者
全
体
で
み
た
ら
約
七
割
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
的
に
、
メ
ン
タ
ル

疾
患
は
早
い
対
応
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
早
く

回
復
し
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
だ
っ
た
ら
、
不
調
に
な
っ
た
ら
無
理
せ

ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
治
療
に
専
念
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
休
職
者
の
実
情

に
合
わ
せ
て
欠
勤
期
間
を
圧
縮
す
る
な
ど
の

制
度
変
更
を
考
え
た
」

　
４
カ
月
の
欠
勤
期
間
を
１
カ
月
に
短
縮

　

新
し
い
休
職
制
度
の
主
な
内
容
は
図
表
６

の
と
お
り
。
ま
ず
、
変
更
前
は
四
カ
月
あ
っ

た
休
職
ま
で
の
欠
勤
期
間
を
一
カ
月
に
短
縮

し
た
。
そ
の
目
的
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
早

期
治
療
に
専
念
し
、
復
職
し
や
す
い
環
境
の

整
備
」
だ
が
、
ほ
か
に
「
今
ま
で
は
、
欠
勤

が
あ
る
一
定
期
間
に
達
し
た
ら
休
職
だ
っ

図表４ 主なサポート項目

人事
受入

項　目

◆：主担当

部署

ビザ ビザ申請/在留資格取得 ◆

選定、決定、契約 ◆赴任前

レンタル家具手配 ◆

学校 子女学校手配 ◆

き ◆

住居

入社手続 受入研修（組織、旅費）、構内案内

住民票登録 ◆

携帯電話購入 ◆
赴任時 受入時

サポート
銀行口座開設 ◆

備品 IPフォン、メールアドレス準備 ◆

赴任中 給与 税金処理（確定申告,所得税,住民税） ◆

引越し業者の依頼 ◆

公共料金解約 ◆

住居
（退去）

帰任時
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た
の
で
、
休
職
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
ら

ち
ょ
っ
と
出
社
し
て
リ
セ
ッ
ト
し
て
ま
た
欠

勤
す
る
と
い
っ
た
、
具
合
が
悪
い
の
に
意
図

的
に
休
職
に
な
ら
な
い
状
況
が
発
生
し
て
い

た
」（
山
崎
人
財
本
部
長
）
事
情
も
あ
っ
た

と
い
う
。
安
西
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
、「
そ
う

い
う
こ
と
を
し
て
い
て
は
治
ら
な
い
し
、
き

ち
ん
と
治
療
し
た
方
が
本
人
に
と
っ
て
も
良

い
は
ず
だ
と
な
り
、
欠
勤
期
間
に
歯
止
め
を

か
け
、
リ
セ
ッ
ト
せ
ず
に
上
限
に
達
し
た
時

点
で
休
職
に
し
た
」
と
言
葉
を
つ
な
ぐ
。

　
２
カ
月
間
に
限
り
リ
ハ
ビ
リ
出
社
を
容
認

　

同
社
の
休
職
期
間
は
勤
続
年
数
で
異
な
る

が
、
最
長
で
三
年
。
こ
の
間
、
健
康
保
健
ス

タ
ッ
フ
が
メ
ー
ル
や
訪
問
の
形
で
本
人
の
状

況
を
確
認
し
た
り
、
外
部
の
リ
ワ
ー
ク
機
関

の
紹
介
な
ど
の
支
援
を
行
う
。
治
療
が
進
み

復
職
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
本

人
の
希
望
が
あ
れ
ば
人
事
も
含
め
て
復
職
に

向
け
た
面
談
を
行
い
、
復
職
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
。

　

本
人
が
復
職
を
希
望
し
、
主
治
医
の
意
見

書
も
付
し
て
人
事
に
復
職
願
い
が
出
さ
れ
た

ら
、
そ
れ
を
も
と
に
産
業
医
面
談
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
に
人
事
と
産
業
医
、
職
場
上
司
を
交

え
て
「
仮
復
職
検
討
会
」
が
開
か
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
制
度
上
、
こ
れ
ま
で
は
認
め
て

い
な
か
っ
た
「
リ
ハ
ビ
リ
出
社
」
を
、
主
治

医
と
産
業
医
と
人
事
で
判
断
し
て
、
時
短
勤

務
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
二
カ
月
間

だ
け
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
期
間
中

は
、
朝
一
〇
時
半
か
ら
一
五
時
一
五
分
ま
で

の
コ
ア
タ
イ
ム
の
時
間
帯
は
必
ず
勤
務
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
主
治

医
や
産
業
医
の
指
示
を
受
け
る
な
ど
し
て
一

時
間
遅
く
出
社
し
た
り
帰
宅
し
た
り
す
る
な

ど
の
柔
軟
な
運
用
を
行
う
。
勤
務
内
容
は
上

司
と
本
人
が
相
談
し
て
負
荷
の
軽
い
も
の
と

し
、
職
場
の
上
司
に
は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

か
ら
助
言
を
受
け
る
時
間
を
設
け
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
期
間
は
毎
月
、
上
司
と
本
人
か
ら

の
状
況
報
告
を
人
事
と
産
業
医
に
あ
げ
る
こ

と
に
な
る
。

　

な
お
、
職
場
復
帰
に
際
し
て
は
、
人
間
関

係
で
ど
う
し
て
も
難
し
い
場
合
な
ど
を
除
き
、

原
則
、
元
の
職
場
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
１
年
間
は
経
過
を
み
る
必
要
が

　

リ
ハ
ビ
リ
出
社
期
間
終
了
後
に
は
、
職
場

で
の
働
き
ぶ
り
や
勤
怠
管
理
の
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
み
て
、
仮
復
職
で
き
る
か
否
か
の

判
断
を
行
う
。そ
こ
が
ク
リ
ア
で
き
た
ら「
仮

復
職
期
間
」
と
し
て
三
カ
月
様
子

を
み
る
。
こ
の
間
、
勤
務
時
間
は

通
常
に
戻
す
が
、
残
業
や
出
張
は

控
え
て
も
ら
う
よ
う
職
場
に
依
頼

す
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
九
カ
月

の
「
経
過
観
察
期
間
」
を
設
け
て

い
る
。「
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
人
は

季
節
の
変
動
に
も
影
響
さ
れ
て
病

状
が
良
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
少
な

く
と
も
一
年
間
は
み
る
べ
き
と
の

産
業
医
の
意
見
も
踏
ま
え
た
」（
安

西
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
対
応
だ
。

　

仮
復
職
期
間
は
一
カ
月
に
一
度
、

経
過
観
察
期
間
は
三
カ
月
に
一
度
、

リ
ハ
ビ
リ
出
社
で
行
っ
て
い
た
状

況
報
告
を
上
げ
る
。
ま
た
、
産
業

医
も
定
期
的
に
面
談
す
る
た
め
、

何
か
あ
れ
ば
上
司
も
人
事
も
産
業

医
も
気
付
く
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
リ
ハ
ビ
リ
期
間
は
全
員
に
適

用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
主
治
医
の
意
見

書
と
産
業
医
の
判
断
で
、
即
、
仮
復
職
に
な

る
人
も
い
る
。

　

新
し
い
休
職
制
度
に
つ
い
て
は
、
導
入
し

て
一
年
を
経
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
だ
成

果
が
み
え
る
段
階
に
は
な
い
。
た
だ
、
安
西

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
休
み
や
す
い
環
境
の
な

か
、
実
際
に
一
年
ぐ
ら
い
か
け
て
ゆ
っ
く
り

経
過
を
み
て
い
く
制
度
な
の
で
、
再
休
職
な

ど
は
減
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
。

　
外
国
人
社
員
や
駐
在
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　

話
を
聞
き
、
外
国
人
社
員
や
駐
在
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
気
に
な
っ
た
の
で
、
最
後

に
尋
ね
て
み
た
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ

い
て
は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
外
国

人
社
員
は
い
な
い
が
、
海
外
駐
在
員
は
過
去

に
い
て
、
そ
の
場
合
は
す
ぐ
に
帰
国
さ
せ
て

き
た
。
こ
れ
は
本
人
の
自
覚
と
周
囲
の
気
付

き
が
ト
リ
ガ
ー
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を

本
社
人
事
に
ど
こ
ま
で
伝
え
て
く
れ
る
か
。

な
か
な
か
情
報
が
取
り
難
く
、
初
動
対
応
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
年
一
度
の
会
社

負
担
で
の
健
康
診
断
と
、
現
地
で
受
診
で
き

な
い
国
に
つ
い
て
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の

帰
国
時
に
配
偶
者
も
含
め
て
日
本
で
健
康
診

断
を
行
っ
て
い
る
」（
新
井
部
長
）
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、
山
崎
人
財
本
部
長
も
「
盲
点
な
の

は
奥
さ
ん
が
具
合
が
悪
く
な
る
ケ
ー
ス
。
本

人
は
働
い
て
い
る
け
れ
ど
、
家
に
い
て
言
葉

も
友
達
も
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
滅
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
話
を

聞
い
て
い
た
こ
と
も
、
支
援
チ
ー
ム
が
同
好

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
家
族
ぐ
る
み
で
呼
ぶ

な
ど
の
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
付
言

す
る
。

図表５　休職制度の見直し
～見直しの背景・目的～

◆見直しの背景
①休職に入るまでの期間が非常に長いため、治療に専念できていないケースがある。

②復職申請時に、短時間勤務を希望する社員・主治医が増えている。

③復職後も体調を崩すケースがあり、復職の可否に関わる判断が大変難しくなって

きている。

◆目的
休職者の約７割がメンタル疾患者であり、メンタル疾患での休職者が、治療に

専念できる体制や復職しやすい環境を整備する。

メンタル疾患の特徴（繰り返し発症するなど）を踏まえ、あらためて休職に関わる

・ などの え を整理 する期間 条件 考 方 し、制度化 。

～見直しの主
図表６ 休職制度の見直し

な内容～

項目 目的 現行制度 改定内容

休職まで
一般的に、早期治療が早期回復に
繋がるといわれており、不調となった

欠勤：４か月 欠勤：１か月

の欠勤
月数

場合は無理をせず、できるだけ早く
療養に専念し、専門医の治療を
受けることが望ましいと考える。

（例）有給休暇（MAX.２か月）＋
傷病積立（MAX.２か月）＋
特別休暇（１か月）＋欠勤

リハビリ
期間

職場・仕事に慣れてもらう
（慣らし運転（出勤））

なし

リハビリ期間：
最大２か月

その間はコアタイム
のみの勤務を認める

①経過観察を行うこと
産業医の診断としても、継続して労務提供が

い 一経過観察
期間

できるのかの判断が大変難し ため、 定の
経過観察期間が必要である。

②復職支援を行うこと

なし
経過観察期間：

９か月

段階的に負荷を上げていく など
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調
味
料
や
加
工
食
品
、
医
薬
品
な
ど
多
彩

な
製
品
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
味
の
素

（
東
京
都
中
央
区
）。
同
社
で
は
、
人
事
部
の

下
に
配
置
さ
れ
た
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
に
所

属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
海
外
で
働
く
従

業
員
も
含
む
全
従
業
員
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
同
社
の
健
康
管
理
の
基
本
は
健
康

診
断
と
全
員
面
談
に
あ
り
、
そ
の
流
れ
の
な

か
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
に
は
、「
何

と
か
出
社
で
き
る
状
態
」
で
は
な
く
、「
い

き
い
き
と
働
け
る
状
態
」
ま
で
の
回
復
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
基
本
は
全
従
業
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進

へ
の
支
援

　

同
社
で
は
、人
事
部
に
配
置
さ
れ
た
健
康

推
進
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
、海
外
で
働
く
従
業
員
も
含
む
全
従
業

員
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

は
全
国
六
か
所
。
人
事
部
門
と
兼
任
の
セ
ン

タ
ー
長
を
除
く
と
、医
療
ス
タ
ッ
フ
は
現
在
、

産
業
医
九
人（
常
勤
二
人
、非
常
勤
七
人
）と
、

常
勤
の
保
健
師
・
看
護
師
一
一
人（
う
ち
一
人

は
産
休
中
）が
、国
内
の
従
業
員
約
三
八
〇
〇

人（
パ
ー
ト
従
業
員
を
含
む
）と
海
外
出
向
者

約
三
〇
〇
人
、そ
し
て
一
部
グ
ル
ー
プ
会
社

の
従
業
員
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　

そ
の
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
が
行
う
特
徴
的

な
取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
全
員
面
談
」
が

あ
る
。
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
年
に
一
回
は
全
従

業
員
と
大
体
二
〇
～
三
〇
分
か
け
て
、
個
別

に
健
康
診
断
の
結
果
を
も
と
に
健
康
や
生
活

に
つ
い
て
の
話
を
す
る
も
の
で
、「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
面
で
の
不
調
が
な
い
か
ど
う
か
の

確
認
の
場
で
も
あ
り
、
実
際
、
従
業
員
か
ら

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
」
と
い
う
。
海
外
赴
任
者
に
対
し

て
も
、
直
接
会
っ
て
面
談
す
る
こ
と
こ
そ
な

い
も
の
の
、
海
外
で
受
診
し
た
健
康
診
断
結

果
を
回
収
し
て
確
認
し
た
り
、
問
診
票
を
通

し
て
現
地
の
生
活
や
ス
ト
レ
ス
状
況
を
調
査

し
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
個
別
に
Ｅ
メ
ー

ル
で
連
絡
を
取
る
。「
何
か
あ
っ
て
も
全
く

知
ら
な
い
人
に
は
相
談
し
に
く
い
だ
ろ
う
が
、

全
員
面
談
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り
を
通

し
て
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
早
め
に
相
談
を

持
っ
て
き
て
も
ら
う
」
た
め
だ
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
立
ち
位
置
と
役
割
を
明
確
に

　

相
談
し
や
す
い
体
制
を
と
る
た
め
に
、
ス

タ
ッ
フ
の
立
ち
位
置
と
役
割
を
明
確
化
し

て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
（
図
１
）。
ま
ず
、

立
ち
位
置
は
、
社
員
個
人
と
上
司
や
人
事
部

門
も
含
め
た
会
社
組
織
、
双
方
を
理
解
し
て
、

中
立
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

と
い
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
言
葉
に
す
る
の
は

簡
単
だ
し
、
一
見
、
当
然
の
こ
と
と
思
い
が

ち
だ
が
、
実
際
に
は
複
数
い
る
ス
タ
ッ
フ
が

こ
れ
を
徹
底
す
る
の
は
実
は
意
外
に
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
人
事
部
健
康
推
進
セ
ン

タ
ー
の
横
尾
亜
子
・
保
健
師
は
、「
両
者
と

一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で
、
誰
か

ら
も
相
談
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
経
験
で

学
ん
で
き
て
い
る
。
会
社
で
は
、
ど
ち
ら
か

の
立
場
で
だ
け
物
事
を
み
て
し
ま
う
と
、
う

ま
く
い
か
な
い
場
合
が
多
い
し
、
判
断
が
ず

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
た

と
え
ば
、
社
員
個
人
と
仲
良
く
し
す
ぎ
る
と
、

厳
し
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も
難
し
く
な
る

し
、
特
定
の
人
と
近
し
い
と
、
そ
の
周
囲
の

人
が
私
に
は
相
談
し
に
く
い
こ
と
に
も
な
る

か
と
思
う
。
ま
た
、
人
事
と
近
し
い
と
『
人

事
に
筒
抜
け
な
の
で
は
？
』
な
ど
と
心
配
を

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
。
相
談
を
受
け

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
許
可
が
な
け

れ
ば
人
事
や
上
司
に
話
す
こ
と
は
な
い
し
、

個
人
情
報
の
扱
い
に
も
気
を
遣
っ
て
い
る
」

と
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
で
全
社
担
当

産
業
医
を
務
め
る
阿
久
津
昌
久
・
医
師
も
次

の
よ
う
に
補
足
す
る
。

　
「
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
は
仕
事
の
量
・
質

と
人
間
関
係
。
つ
ま
り
、
仕
事
の
場
に
お
け

る
不
満
や
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
は
対
会
社

の
問
題
に
な
る
。
と
な
る
と
、
ど
こ
で
折
り

合
い
を
つ
け
る
か
の
中
間
点
を
探
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
会
社
も
従
業
員
も
妥

協
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
際
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
中
間
地
点
に
い

る
こ
と
で
、『
会
社
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
も

理
解
し
て
欲
し
い
』『
あ
な
た
の
こ
う
い
う

と
こ
ろ
は
良
い
よ
ね
』
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、

ど
こ
で
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
る
か
を
話
し

合
っ
て
い
く
の
が
ス
ト
レ
ス
的
に
良
い
」

　

さ
ら
に
聞
け
ば
、「
ど
こ
で
誰
に
対
し
て

も
中
立
。
そ
れ
は
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
所
属

す
る
）
人
事
部
門
に
対
し
て
も
変
わ
ら
な
い
。

例
え
ば
、
主
治
医
は
患
者
の
弁
護
士
の
よ
う

な
も
の
だ
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
裁
判
官
の

よ
う
な
も
の
。
社
員
に
寄
り
す
ぎ
ず
、
ま
た

か
わ
い
そ
う
だ
な
ど
と
い
う
感
情
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
会
社
の
ル
ー
ル
の
中
で

基
本
的
判
断
を
も
と
に
公
平
に
判
断
し
て
い

く
こ
と
で
、
社
員
か
ら
も
上
司
や
人
事
部
門

か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
の
だ
そ
う
だ
。

　
関
係
者
が
方
向
性
を
合
わ
せ
て
対
応
す
る

　

社
内
で
は
社
員
を
取
り
巻
く
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
が
し
っ
か
り
役
割
分
担
を
し
て
い
く
こ

図１　産業保健スタッフの立ち位置

社員と会社、双方を理解して
中立の立場で医療的な判断をする

保健スタッフ

社員 会社

中立

健
康
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
従
業
員
全
員
と
面
談
し
て
健
康
状
態
を
確
認

　
　

ー
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
再
発
防
止
に
力
点

味
の
素
株
式
会
社

<事例２>
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と
も
重
視
す
る
。
具
体
的
に
は
、
産
業
医
・

保
健
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
病
気
か

病
気
で
は
な
い
か
の
医
療
的
な
判
断
を
行
い
、

職
場
の
上
司
は
仕
事
が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
す
る
。
そ
し
て
、
人
事
部
門
は

ル
ー
ル
を
決
め
て
最
終
決
定
を
す
る
。

　
「
特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
ケ
ー
ス
は
、

関
係
者
が
方
向
性
を
合
わ
せ
て
対
応
に
臨
む

こ
と
が
重
要
。
う
つ
状
態
な
ど
の
場
合
、
本

人
が
判
断
で
き
な
い
と
か
決
め
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
症
状
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
周
囲
の
人

が
良
か
れ
と
思
っ
て
、『
休
ん
だ
方
が
い
い
』

と
か
『
仕
事
を
減
ら
せ
ば
勤
務
で
き
る
の
で

は
な
い
か
』
と
か
『
異
動
さ
せ
て
も
ら
っ
た

方
が
い
い
』
な
ど
と
本
人
に
い
っ
て
し
ま
う

と
、
本
人
は
混
乱
し
て
し
ま
う
。
場
合
に

よ
っ
て
は
休
養
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
対
応

に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
者
が
方
向
性
を
合
わ

せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
病
状
を
判
断
で
き

る
産
業
医
や
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
、
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
る
調
整
役
と
し
て
機
能
し
、
も
し

休
業
し
た
方
が
良
い
状
態
だ
と
し
た
ら
、
本

人
に
は
上
司
も
産
業
医
も
同
僚
も
『
休
ん
だ

方
が
い
い
よ
』『
し
っ
か
り
休
ん
で
療
養
し

て
』
な
ど
と
同
じ
方
向
性
で
話
を
し
て
も
ら

う
」（
横
尾
保
健
師
）。

　
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

　

同
社
の
健
康
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「『
健
康
』
は
も
っ
と
も
重
要
な
、
個
人
の
そ

し
て
会
社
の
資
源
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、

健
康
管
理
規
程
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
（
図

２
）。
そ
の
考
え
の
も
と
で
、
従
業
員
は
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
「
セ
ル
フ
・
ケ
ア
」

活
動
を
進
め
て
い
る
。
セ
ル
フ
・
ケ
ア
と
は
、

自
分
の
健
康
状
態
を
正
し
く
認
識
し
て
正
し

い
知
識
の
も
と
正
し
く
行
動
す
る
一
連
の
行

動
。
こ
の
考
え
方
が
身
に
付
く
こ
と
で
、
自

分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
し
、
会
社
は
そ
の
実
現
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
し
て
、
安
全
配
慮
義
務
の
順
守
と

か
健
康
管
理
体
制
の
整
備
、
健
康
教
育
の
実

施
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
際
に
セ
ル
フ
・
ケ
ア
だ
け

を
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点

に
つ
い
て
、
人
事
部
労
務
グ
ル
ー
プ
の
隈

部
淳
二
・
専
任
課
長
は
、「
従
業
員
全
員
に

や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
セ
ル
フ
・
ケ
ア

で
、
そ
こ
は
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
ラ
イ

ン
・
ケ
ア
も
も
ち
ろ
ん
や
っ
て
い
て
、
全
員

面
談
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
上
司
面
談
を
行
い
、

部
下
の
体
調
も
含
め
て
伺
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
上
司
は
上
司
と
し
て
部
下
の
健
康
に
つ

い
て
と
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
面
談

す
る
」
と
話
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
に
対
す
る
会
社
方

針
の
柱
は
、
①
早
期
発
見
、
早
期
治
療
・
早

期
休
業
②
再
発
予
防
を
最
重
点
に
お
い
た
復

帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
③
休
業
中
に
し
っ
か
り
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
④
仕
事
が
で
き
る
状

態
ま
で
回
復
し
て
か
ら
職
場
復
帰
─
─
の
四

点
。
な
か
で
も
、
②
の
再
発
防
止
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。「
そ
の
た
め
に『
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と
い
う

独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
四
、五
年
前

か
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
実
施
し
て

い
る
」。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
～
Ⅴ
ま
で
の
段
階
に
分
け
て
休

業
開
始
時
点
か
ら
職
場
復
帰
ま
で
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、職
場

で
の
困
難
な
状
況
な
ど
の
外
的
要
因
だ
け
で

な
く
、個
々
人
の
性
格
や
気
質
、考
え
方
に
も

着
目
す
る
こ
と
。
う
つ
状
態
を
再
発
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、痛
ん
だ
心
を
治
す

だ
け
で
な
く
、痛
み
に
く
い
心
を
作
る
こ
と

に
取
り
組
む
考
え
方
を
と
っ
て
い
る（
図
３
）。

　
と
に
か
く
体
調
を
改
善
さ
せ
る

　

こ
こ
か
ら
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
ス
テ
ー

ジ
（
図
４
）
に
つ
い
て
、
横
尾
保
健
師
を
中

心
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
は
症
状
改
善
期
。
休
養
と
服

薬
が
治
療
の
中
心
と
な
る
た
め
、
基
本
的
に

は
主
治
医
に
任
せ
、
体
調
を
改
善
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
療
養
で
き
る
た
め
の
支

援
を
行
う
。「
せ
っ
か
く
仕
事
を
離
れ
て
休

養
し
て
い
る
の
に
、
仕
事
の
こ
と
を
あ
れ
こ

れ
考
え
て
し
ま
っ
て
は
、
な
か
な
か
調
子
が

上
が
っ
て
こ
な
い
。
復
帰
を
焦
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
人
に
は
『
今
は
焦
ら
な
い
時
期
で
す

よ
』
と
面
談
で
諭
す
よ
う
に
す
る
な
ど
、
仕

事
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け
考
え
な
い
よ
う
に

頭
か
ら
放
し
て
も
ら
う
」
時
期
に
な
る
。

　
自
分
の
性
格
傾
向
を
確
認
し
、
価
値
観
を

見
つ
め
な
お
す

　

体
調
や
症
状
が
良
く
な
っ
て
き
て
、
物
事

を
少
し
ゆ
と
り
を
持
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
ａ
（
性
格
確
認

期
）
に
移
行
し
、
自
分
の
性
格
傾
向
を
振
り

返
り
、
確
認
し
て
も
ら
う
。

　
「
な
ぜ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
の
か
を

考
え
、
そ
う
い
っ
た
性
格
要
因
を
認
識
し
、

変
わ
る
こ
と
へ
の
動
機
付
け
を
す
る
。
ス
ト

レ
ス
に
な
り
や
す
い
性
格
を
例
に
と
る
と
、

よ
く
言
わ
れ
る
真
面
目
と
か
貫
徹
心
と
か
責

任
感
が
強
い
、
完
璧
主
義
な
ど
と
い
っ
た
性

格
要
因
が
あ
る
場
合
は
、
常
に
一
〇
〇
％
を

め
ざ
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
自
分
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
仕
組
み
を

し
っ
か
り
認
識
し
て
も
ら
う
。
こ
の
段
階
で

は
、
上
司
が
厳
し
い
と
か
仕
事
が
忙
し
す
ぎ

る
な
ど
と
い
っ
た
外
的
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
で

図２　健康管理の基本的な考え方
～健康管理規程より～

「健康」は最も重要な、個人のそして会社の資源

健康は自分自身で守るもの（セルフ・ケア）／会社はそれを支援

自己の健康管理
（健康状態の正しい認識、
正しい知識と正しい行動）

安全配慮義務の順守
健康管理体制の整備
健康教育の実施

セルフ・ケア
従業員 支援 会　社

ここしか見て
いない場合が多い

図３　うつ状態はなぜ再発するのか？

ストレス
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は
な
く
、
自
分
の
内
面
に
目
を
向
け
て
『
二

度
と
メ
ン
タ
ル
不
調
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

自
分
が
変
わ
る
し
か
な
い
』
こ
と
を
考
え
て

も
ら
う
」

　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
ｂ
は
自
分
軸
構
築
期
で
、
自

分
の
価
値
観
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
自
分
の
価
値
観
を
大
切
に
す
る
た

め
に
、「
自
分
軸
」
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

の
価
値
観
を
見
極
め
た
う
え
で
、
会
社
で
働

く
た
め
に
仕
事
（
他
者
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
り
方
を
考
え
る
。

　
「
普
段
、
会
社
の
中
で
働
い
て
い
る
と
、

会
社
の
立
場
で
物
事
を
み
る
、
考
え
る
と
い

う
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
と
か
、
効
率
化
を
追
求

す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
本
来
、

自
分
が
好
き
で
気
持
ち
良
い
と
感
じ
る
こ
と

と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
会
社
の
価
値
観
に
ど
っ
ぷ
り
つ

か
っ
て
自
分
の
価
値
観
を
見
失
い
、
自
分
の

楽
し
い
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
好
き
な

こ
と
、
価
値
観
を
見
つ
め
な
お
し
て
も
ら
う

こ
と
に
主
眼
を
置
く
」

　

こ
の
段
階
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
阿
久
津

医
師
も
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
ス
ト
レ

ス
の
問
題
解
決
を
図
っ
て
行
く
と
、
良
い
形

で
復
職
に
至
る
事
例
は
、
み
ん
な
こ
こ
の
部

分
を
通
過
し
て
い
る
」
と
続
け
る
。「
個
人

の
性
格
的
な
部
分
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
ラ
イ

ン
・
ケ
ア
で
仕
事
を
軽
減
さ
せ
た
ら
、
ず
っ

と
そ
の
措
置
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

上
司
の
異
動
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
発
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に

な
っ
た
原
因
が
何
な
の
か
、
自
分
の
性
格
は

ど
う
な
の
か
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
う
え
で
、

『
あ
な
た
の
価
値
観
と
会
社
の
価
値
観
の
違

い
は
？
』と
つ
な
い
で
い
く
と
、大
概
は
ひ
っ

か
か
っ
て
く
る
。
技
術
的
な
問
題
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
経
験
の
蓄
積

で
、
大
体
、
こ
う
い
う
話
を
し
た
ら
腹
に
落

ち
る
と
い
っ
た
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
個
人
の
性
格
や
考
え
方
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
対
応
は
、
昨
今
、
増
え
て
い

る
と
い
わ
れ
る
従
来
型
の
う
つ
と
は
異
な
る

タ
イ
プ
の
疾
患
に
も
有
効
だ
と
い
う
。

　
「
一
般
的
に
、今
は
休
ん
で
い
る
人
の
多
く

が
そ
の
タ
イ
プ
で
、わ
が
ま
ま
で
自
己
愛
が

強
く
他
罰
的
な
ど
、従
来
の
タ
イ
プ
と
対
極

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
で
も
、会
社
と

い
う
社
会
の
枠
の
な
か
で
ど
う
や
っ
て
ル
ー

ル
を
守
っ
て
集
団
生
活
を
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
を
踏
ま
え
つ
つ
、自
分
の
性
格
や
価
値

観
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
や
り
方

は
同
様
に
通
用
す
る
。
会
社
の
な
か
で
は
不

条
理
の
よ
う
な
こ
と
は
起
き
る
。
コ
ツ
コ
ツ

と
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
何
ら
か
の
会
社

の
経
営
方
針
の
よ
う
な
こ
と
で
白
紙
に
戻
さ

れ
た
り
、一
所
懸
命
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な

い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
に
、新

し
い
タ
イ
プ
の
人
だ
と『
冗
談
じ
ゃ
な
い
』と

憤
る
こ
と
に
な
る
が
、『
そ
ん
な
こ
と
も
あ

る
』と
腹
落
ち
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
。

『
理
想
論
だ
け
で
は
な
く
、現
実
は
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
』と
説
い
て
い
く
」（
同
）

　
再
発
防
止
の
対
策
を
考
え
る

　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
で
し
っ
か
り
自
分
と
向
き

合
っ
た
ら
、
次
の
段
階
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
期
に
な
る
。
こ
こ
で
初
め
て
仕
事
の
こ
と

を
考
え
、
仕
事
に
復
帰
し
た
後
の
再
発
防
止

の
対
策
を
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
な
ぜ
ス

ト
レ
ス
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
同
じ

こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
を

し
っ
か
り
考
え
て
も
ら
う
。
休
む
前

に
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
こ
と
を
一
つ
ひ

と
つ
あ
げ
て
い
き
、
今
度
は
ど
う
考

え
て
行
動
す
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

同
じ
よ
う
な
こ
と
に
陥
ら
な
い
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
分
で
で

き
る
こ
と
の
範
囲
内
で
考
え
て
も
ら

う
こ
と
。
人
事
異
動
な
ど
で
働
く
環

境
を
変
え
た
り
、
誰
か
に
助
け
て
も

ら
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、
サ
ポ
ー
ト

が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
な
の
で
、「
周
り
は
変
え
ら
れ

な
い
け
れ
ど
自
分
は
変
わ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
発
想
で
、
で
き
う
る

対
策
を
練
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
同
社
の
復
職
は
現
職
復
帰

が
原
則
。
同
じ
職
場
に
戻
っ
て
い
く

こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
要
因
が
想
定
で
き
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
か
ら
だ
。

　
復
職
で
き
る
状
態
か
確
認
す
る

　

次
の
段
階
で
あ
る
「
治
療
出
社
期
」
は
、

自
分
も
会
社
側
も
復
職
で
き
る
状
態
か
を
確

認
す
る
期
間
。
①
症
状
が
よ
く
な
っ
て
い
る

②
（
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
、
Ⅲ
で
行
な
っ
て
き
た
）

本
人
が
病
気
に
な
っ
た
理
由
を
理
解
し
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
対
策
を
考
え
行
動
で
き
る
③

職
場
復
帰
に
必
要
な
体
力
が
あ
る
―
―
の
三

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
本
人
と
職
場

の
上
司
、
人
事
部
門
担
当
者
、
産
業
医
の
四

者
面
談
で
確
認
す
る
。

　

復
帰
Ｏ
Ｋ
と
な
っ
た
ら
、
実
際
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
た
職
場
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
対
策
を
実
践
し
、
短
時
間
か
ら
徐
々

に
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
て
後
述
す
る
再

就
業
の
四
条
件
を
満
た
す
ま
で
業
務
執
行
能

力
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

通
常
、
午
前
中
出
勤
か
ら
開
始
し
、
次
の
段

階
で
一
五
時
ま
で
出
勤
、
フ
ル
タ
イ
ム
出
勤

と
徐
々
に
延
ば
し
て
い
く
。
こ
の
間
も
健
康

推
進
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的
に
面
談
を
行
い
、

体
調
の
変
化
が
な
い
か
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
も
考
え
た
対
策
で
乗
り
切
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
。「
た
と
え
ば
、
治
療
出
社
中
に

も
面
談
で
、
そ
の
間
に
直
面
し
た
ス
ト
レ
ス

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
、『
そ
れ
っ
て
休

み
中
に
こ
う
や
っ
て
考
え
た
ら
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
ん
だ
よ
ね
』
と
本
人
と
振
り
返
っ
て

確
認
す
る
な
ど
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
」
の

だ
そ
う
だ
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
出
勤
を
一
カ
月
ぐ
ら
い
行
い
、

こ
の
間
に
、
①
所
定
労
働
時
間
の
勤
務
が
可

能
で
あ
る
②
仕
事
が
で
き
る
（
役
割
期
待
の

五
〇
％
ぐ
ら
い
の
仕
事
が
こ
な
せ
る
状
態
）

③
周
囲
を
必
要
以
上
に
困
ら
せ
な
い
④
仕
事

図４　メンタルヘルス回復プログラム

▲

目的は再発防止▲

ストレスを感じやすい性格や考え方にも向き合う

ステージⅣ
治療出社期

ステージⅢ　シミュレーション期

ステージⅡａ
性格確認期

ステージⅡｂ
自分軸構築期

ステージⅠ　症状改善期

ステージＶ
復職期
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の
量
は
制
限
す
る
が
、
腫
れ
物
に
触
る
よ
う

な
特
別
扱
い
す
る
必
要
が
な
い
―
―
四
つ
の

条
件
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
治
療
出
社
を
終
え

る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
治
療
出
社

終
了
前
に
再
度
、
四
者
が
集
ま
り
再
就
業
の

四
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
手

順
を
踏
む
。
多
く
の
人
は
大
体
一
・
五
～
最

大
三
カ
月
で
治
療
出
社
を
終
え
る
。

　

な
お
、
同
社
の
欠
勤
・
休
職
期
間
は
、
勤

続
年
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
最
長
三
年

（
欠
勤
一
年
、
休
職
二
年
）。
治
療
出
社
は
休

業
扱
い
で
行
わ
れ
る
が
、
四
条
件
を
ク
リ
ア

し
て
再
就
業
し
た
ら
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。

職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の

期
間
の
仕
事
は
ど
う
い
っ
た
業
務
を
経
て
役

割
分
担
の
半
分
程
度
と
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
再
就
業
の
要
件
に
あ
る
「
周
囲
を
必
要

以
上
に
困
ら
せ
な
い
」
と
は
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
た
と
え
ば
、
営
業
で
外
勤
だ
っ
た
人
は

内
勤
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
か
、
休
職
前
の
仕

事
が
残
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
庶
務
的
な
仕

事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
り
す
る
。
最
終
的
な

出
口
を
五
〇
％
と
決
め
て
い
る
の
で
、
上
司

と
相
談
し
な
が
ら
人
事
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と

確
認
・
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
、
最
終

的
に
『
五
〇
％
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
る
よ
ね
』

と
確
認
す
る
。
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か

の
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
」（
阿
久
津
医
師
）

　
「『
必
要
以
上
に
』
と
あ
る
の
は
、
疾
患
に

よ
っ
て
は
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
言

動
を
す
る
場
合
も
あ
る
か
ら
。
会
社
の
秩
序

を
乱
す
よ
う
な
場
合
、『
ち
ょ
っ
と
こ
れ
で

は
ダ
メ
だ
よ
ね
』
と
言
え
る
よ
う
に
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
些
細
な
こ

と
で
周
囲
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
。
職
場
が
『
こ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
困
っ
ち
ゃ
っ
た
』
と
な
れ
ば
、

そ
こ
は
再
休
業
に
し
て
『
こ
う
い
う
こ
と
を

や
っ
た
ら
ダ
メ
だ
よ
ね
。
社
会
の
な
か
で
生

き
て
い
く
わ
け
だ
か
ら
』
と
諭
す
。『
怒
る

気
持
ち
は
わ
か
る
け
れ
ど
』
と
い
っ
て
間
に

入
る
」（
同
）

　
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
職
場
任
せ
に
し
な
い

　

さ
ら
に
労
務
管
理
上
の
疑
問
も
あ
る
。
休

職
期
間
中
の
休
職
者
の
仕
事
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
、
復
職
時
に
上
司
が
異
動
し
て

変
わ
っ
て
い
た
場
合
の
対
応
だ
。

　
「
職
場
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
は

現
員
内
で
吸
収
し
て
い
る
。
た
だ
、
長
期
に

渡
っ
た
り
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
代
替
要
員
を
用
意
す
る
こ
と
も
あ

る
。
状
況
的
に
増
員
と
か
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
時
に
は
人
事
部
門
も
一
緒
に
考
え
、

答
え
を
出
し
て
い
く
」（
隈
部
課
長
）

　
「
上
司
が
替
わ
る
よ
う
な
場
合
は
、
両
者

間
で
休
業
者
に
つ
い
て
の
申
し
送
り
を
丁
寧

に
行
う
こ
と
が
基
本
。
必
要
に
応
じ
て
現
時

点
の
病
状
な
ど
に
つ
い
て
、
後
任
の
上
司
と

情
報
を
共
有
し
て
い
る
」（
同
）

　
配
慮
は
必
要
だ
が
特
別
扱
い
は
不
要

　

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
は
復
職
期
。
復
職
直
後

は
残
業
や
出
張
の
制
限
を
行
い
、
業
務
の
負

荷
を
軽
減
し
、
半
年
ぐ
ら
い
か
け
て
徐
々
に

役
割
に
近
づ
け
て
い
く
。
ま
た
、
復
職
に
際

し
、
職
場
に
は
「
復
職
後
、
配
慮
は
必
要
で

す
が
特
別
扱
い
は
必
要
な
い
」
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

　
「
特
別
扱
い
は
、
一
度
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
か
ま
た
休
ま
れ

て
は
困
る
か
ら
と
い
っ
た
こ
と
で
、
例
え
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
遅
刻
が
黙
認
さ
れ
る
と
か
仕

事
の
ミ
ス
が
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
仕
事

量
が
非
常
に
少
な
い
ま
ま
に
ず
っ
と
い
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
続
く
と
、
低
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ま
ま
ダ
ラ
ダ
ラ
と
続
い
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
ず
っ
と

ス
ト
レ
ス
が
な
い
ま
ま
経
過
し
て
、
上
司
が

替
わ
っ
た
り
大
き
な
仕
事
が
来
る
な
ど
急
に

環
境
が
変
わ
っ
た
時
に
対
応
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
忙
し
い
な
か
で
一
人
だ

け
仕
事
を
し
な
い
人
が
い
る
と
、
周
囲
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も

影
響
し
て
し
ま
う
」

　
「
一
方
、
配
慮
と
い
う
の
は
、
会
社
の
ル
ー

ル
の
な
か
で
仕
事
量
や
役
割
期
待
に
適
切
な

目
標
が
あ
る
状
態
。
そ
れ
に
よ
っ
て
本
人
は

徐
々
に
努
力
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ

が
っ
て
自
信
が
つ
く
し
、
上
司
は
仕
事
遂
行

能
力
が
判
断
で
き
て
徐
々
に
目
標
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
」

　

整
理
す
る
と
、
特
別
扱
い
は
自
分
が
変
わ

ら
な
く
て
も
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
状
態
で
、

配
慮
は
自
分
が
変
わ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を

乗
り
越
え
る
状
態
。
ま
た
、
こ
れ
を
本
人
の

み
な
ら
ず
、
上
司
や
職
場
に
も
し
っ
か
り
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
周
囲
の
公
平
性
も

保
た
れ
再
発
リ
ス
ク
を
防
い
で
い
け
る
と
い

う
わ
け
だ
。

　

そ
し
て
実
際
、
多
様
な
メ
ン
タ
ル
疾
患
に

対
し
て
も
、
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
効
果
的
に

機
能
し
て
お
り
、「
当
社
は
今
、
か
な
り
の

部
分
は
解
決
し
て
い
て
、
対
応
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
案
件
は
な
い
」（
阿
久
津
医

師
）。

　
面
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ス
キ
ル
向
上
を

　

こ
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
た
め

に
は
、
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
面
談
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
し
っ
か
り
習
得
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。「
性
格
的
な
こ
と
や
価
値

観
ま
で
含
め
て
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
も
磨
い
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
本
質
を
理
解
し
、
判
断
が
ぶ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
統
一
性
を
持
っ
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
」（
横
尾
保
健
師
）
か
ら
だ
。
と
は
い
え
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
病
状
も
異
な
る
人
に

対
し
、
限
ら
れ
た
時
間
で
対
応
す
る
難
し
さ

は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

外
部
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
な
ど
へ
の
参

加
は
も
ち
ろ
ん
、
社
内
事
例
の
検
証
や
共
有

を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
面
談
終
了
後
、
産
業
医
や
保
健
師
の
間

で
『
い
ま
の
ケ
ー
ス
が
ど
う
だ
っ
た
か
』
の

振
り
返
り
の
や
り
と
り
を
行
い
、
そ
れ
を
周

り
の
メ
ン
バ
ー
も
聞
い
て
共
有
し
た
り
、
定

期
的
な
事
例
検
討
会
を
開
い
て
『
こ
う
っ
た

事
例
が
あ
っ
た
が
こ
う
い
う
判
断
の
下
、
こ

う
し
た
形
に
導
い
た
』
な
ど
と
話
し
合
い
、

意
識
の
す
り
合
わ
せ
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
各
エ
リ
ア
に
非
常
勤
の
産
業
医
が
い
る

が
、
難
し
い
案
件
は
そ
の
都
度
、
全
社
産
業

医
が
出
向
く
こ
と
で
、
ブ
レ
な
い
判
断
を
行

な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
そ
こ
で
全
ス
タ
ッ

フ
の
軸
合
わ
せ
も
行
う
こ
と
に
な
る
」（
阿

久
津
医
師
）。
ま
た
、
ブ
レ
を
な
く
す
必
要

が
あ
る
の
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な

い
。
今
後
は
、「
症
状
が
よ
く
な
っ
て
い
る

か
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
と
向
き
合
っ
た
う

え
で
し
っ
か
り
ス
ト
レ
ス
対
策
が
で
き
て
い

る
か
の
見
極
め
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な

く
人
事
や
上
司
も
同
じ
目
線
で
み
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
」（
横
尾

保
健
師
）
と
い
う
。
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明
日
が
楽
し
く
な
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い

て
、
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
取
締
役
人

事
本
部
長
で
あ
る
曽
山
哲
人
氏
は
、「
常
に

働
き
が
い
の
あ
る
環
境
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
昨

年
一
二
月
一
七
日
に
日
本
生
産
性
本
部
と
東

京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
精
神
保
健
学

分
野
が
開
い
た
「
健
康
い
き
い
き
職
場
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
注
）
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
曽
山
氏
が
報
告
し
た
「
明
日
が
楽

し
く
な
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
の
内

容
だ
。

　

こ
の
10
年
で
社
員
が
100
倍
に

　

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、
一
九
八
八

年
に
設
立
し
た
ネ
ッ
ト
総
合
企
業
。
現
在
、

売
り
上
げ
は
一
四
〇
〇
億
円
で
、
営
業
利
益

は
一
七
〇
億
円
。
社
員
は
二
五
〇
〇
人
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
売
り
上
げ
は
こ
の
一
〇
年
で
三
〇
〇
倍
、

社
員
は
一
〇
〇
倍
に
な
っ
た
。
上
場
企
業
で

は
珍
し
く
若
い
社
員
が
多
く
、
約
二
五
〇
〇

人
い
る
社
員
は
二
〇
、三
〇
代
が
ほ
と
ん
ど

で
四
〇
代
は
二
〇
人
ほ
ど
し
か
い
な
い
。
平

均
年
齢
は
二
九
歳
で
、
最
年
長
の
社
員
で
も

四
六
歳
。
役
員
は
八
人
全
員
が
三
〇
代
の
若

い
会
社
だ
」

　
３
年
間
で
ほ
ぼ
全
員
が
入
れ
替
わ
る

　

急
成
長
を
遂
げ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
採

用
や
人
材
の
定
着
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
き
て
い
る
と
い
う
。

　
「
採
用
は
苦
い
思
い
出
が
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
上
場
し
た
際
、
中
途
採
用
で

有
名
企
業
か
ら
多
く
の
人
を
採
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
わ
れ
わ
れ
が
二
〇
代
前
半
で
、
中
途
採

用
で
二
〇
代
後
半
の
人
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
入
っ
て
き
た
。
だ
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

経
験
の
な
い
人
が
多
く
、
生
え
抜
き
で
頑

張
っ
て
い
る
現
場
社
員
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も

ネ
ッ
ト
分
野
も
未
経
験
の
上
司
が
つ
い
た
の

で
、
命
令
す
べ
て
が
間
違
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
現
場
が『
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
き
ま
す
』

と
進
言
し
て
も
、
逆
に
怒
ら
れ
て
『
い
い
か

ら
、
俺
の
言
う
と
お
り
に
や
れ
』
と
な
る
。

結
果
、
業
績
が
出
な
く
な
り
、
上
司
・
部
下

の
双
方
が
辞
め
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
」

　
「
ま
た
、
当
社
は
離
職
率
三
〇
％
が
三
年

間
続
い
た
経
験
も
し
て
い
る
。
こ
の
三
年
間

で
ほ
ぼ
全
員
が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
人
材
の
定
着
に
凄
く

悩
み
、
人
事
本
部
を
強
化
し
て
い
く
つ
か
の

改
善
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
改
善

の
施
策
を
打
つ
と
必
ず
風
土
と
組
織
は
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
経
験
し

て
き
た
」

　
新
卒
入
社
と
内
部
育
成
を
重
視

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
同
社
は
、
新

卒
入
社
と
内
部
育
成
に
力
点
を
置
く
こ
と
に

な
る
。

　
「
ま
ず
、
日
本
を
つ
く
っ
て
き
た
大
企
業

の
本
を
読
む
よ
う
に
し
て
、
重
要
な
の
は
新

卒
入
社
だ
と
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
内
部

育
成
も
重
視
し
て
い
る
。
今
は
社
員
の
六
割

が
新
卒
入
社
で
、
全
体
で
も
圧
倒
的
に
新
卒

入
社
の
比
率
が
高
い
。
新
卒
入
社
の
三
年
後

の
離
職
率
は
約
一
割
。
そ
の
一
割
も
多
く
が

独
立
・
起
業
で
問
題
な
い
。
他
方
で
中
途
採

用
は
今
で
も
二
、三
年
で
約
半
数
が
離
職
し

て
し
ま
い
、
そ
の
あ
た
り
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ま

だ
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」

　

入
社
し
た
人
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
も

　

入
社
し
た
人
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
づ
く
り

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　
「
ま
ず
飲
み
会
を
開
く
。ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の

部
署
で
入
社
早
々
、
飲
み
に
連
れ
て
行
っ
て

歓
迎
ム
ー
ド
一
色
に
す
る
。
ま
た
、
新
人
の

席
に
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の
バ
ル
ー
ン
を
つ
け
て

名
前
を
書
い
て『
祝
入
社
！
○
○
○
○
さ
ん
』

と
し
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
何
が
起
き
る

か
と
い
う
と
、
ま
ず
本
人
は
嬉
し
い
。
そ
し

て
も
う
ひ
と
つ
、
周
囲
の
人
が
名
前
で
そ
の

人
を
呼
ん
で
『
○
○
さ
ん
、
入
社
お
め
で
と

う
』
と
い
え
る
。
顔
と
名
前
が
一
致
す
る
か

ど
う
か
は
組
織
風
土
の
非
常
に
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
な
の
で
、そ
こ
を
強
く
意
識
し
て
い
る
」

　
「
挑
戦
」
と
「
安
心
」
を
セ
ッ
ト
で
人
事

制
度
を
設
計

　

ま
た
、
人
事
制
度
設
計
で
す
ご
く
苦
労
し

た
の
は
、
競
争
す
る
環
境
が
な
く
て
辞
め
る

と
い
う
社
員
が
い
る
反
面
、
キ
ャ
リ
ア
が
見

え
な
く
て
不
安
だ
か
ら
辞
め
る
と
い
う
社
員

も
い
る
こ
と
。
こ
の
矛
盾
に
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
く
て
凄
く
悩
ん
だ
。
だ
っ
た
ら

両
方
や
っ
て
み
よ
う
と
な
り
、「
挑
戦
と
安

心
を
セ
ッ
ト
で
人
事
制
度
を
設
計
す
る
」
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
ら
退
職
率
が
下
が
っ
た
。

矛
盾
を
一
緒
に
解
決
す
る
と
宣
言
し
て
、
そ

れ
が
実
行
で
き
る
と
社
員
は
安
心
し
て
く
れ

る
。

　
本
人
が
得
に
な
る
よ
う
な
状
況
を
増
や
す

　

同
社
の
目
標
は
、
常
に
働
き
が
い
の
あ
る

環
境
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
、「
信

用
」
と
「
連
帯
感
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
「
ま
ず
、
社
員
を
『
信
用
』
し
て
、
裁
量

権
と
権
限
委
譲
を
進
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

明
日
が
楽
し
く
な
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ー
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
標
に

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

<事例３>

記念シンポジウムの模様
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は
ネ
ッ
ト
産
業
な
の
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、
新
卒
一
年
目
で
も
社

長
を
任
せ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
今
の
若

い
社
員
は
と
て
も
損
得
勘
定
が
強
い
。
た
と

え
ば
、
新
規
事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で

応
募
を
募
る
場
合
、
そ
の
動
機
は
自
分
の

人
生
に
得
に
な
る
か
否
か
の
考
え
方
で
動
く
。

今
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
な
か
で
業
務
が
と
て

も
過
密
に
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
何
か
新

し
い
主
体
性
の
あ
る
応
募
を
す
る
に
は
、
よ

ほ
ど
自
分
の
人
生
に
得
に
な
ら
な
い
と
や
ら

な
い
。
基
本
的
に
は
応
募
し
な
い
方
が
怒
ら

れ
な
い
だ
け
マ
シ
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
人

が
得
に
な
る
よ
う
な
状
況
を
意
図
的
に
増
や

し
、
頑
張
っ
た
人
は
必
ず
抜
擢
さ
れ
る
事
例

を
増
や
し
た
」

　
「
褒
め
る
」
こ
と
で
個
人
に
光
を
当
て
る

　
「
二
つ
目
は
『
連
帯
感
』。
先
述
の
新
卒
採

用
と
同
じ
で
、
日
本
企
業
の
強
い
部
分
を
意

識
し
て
い
る
。
な
か
で
も
と
く
に
重
要
視
し

て
い
る
の
が
『
褒
め
る
』
文
化
。
こ
れ
が
あ

る
か
否
か
で
活
性
化
の
度
合
い
や
職
場
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
大
き
く
差
が
で
て
く
る
。

日
々
の
習
慣
と
し
て
は
毎
月
、
部
門
ご
と
に

表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
営
業
部

門
の
表
彰
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
人
事
と
か
経
理
の
よ
う
な
管
理
部
門
も

毎
月
、
そ
の
月
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
も
し
く
は
も
っ
と

も
活
躍
し
た
チ
ー
ム
を
選
ぶ
。
た
と
え
ば
人

事
部
門
で
は
、
誰
が
活
躍
し
た
か
を
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
た
ち
が
こ
っ
そ
り
話
し
合
い
、
相
談

し
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
決
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ

の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
上
司
が
こ
っ
そ
り
表
彰
状
を
書

い
て
、締
め
会
の
み
ん
な
が
集
ま
る
場
で『
今

月
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
人
事
の
○
○
く
ん
で
す
』
な

ど
と
紹
介
し
華
々
し
く
迎
え
て
頑
張
っ
た
姿

を
伝
え
、
一
言
言
っ
て
も
ら
う
」

　
「
直
接
の
上
司
が
褒
め
る
こ
と
は
凄
く
大

切
な
こ
と
。
上
か
ら
の
表
彰
は
『
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
平
易
で
同
じ
よ
う
な

感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら
だ
。
そ

れ
は
そ
れ
で
嬉
し
い
が
、や
は
り
、メ
ッ
セ
ー

ジ
的
に
は
直
接
み
て
い
る
こ
と
で
存
在
意
義

を
感
じ
ら
れ
る
か
、
個
々
人
に
光
が
当
た
っ

て
い
る
か
が
と
て
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
褒
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
組
織
の
風
土

は
、基
本
的
に
は
改
善
し
て
い
か
な
い
。褒
め

る
に
は
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。そ
の
瞬
間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
」

　
業
績
に
結
び
つ
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
を

　

こ
う
し
た
な
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
も
以
前
は
課
題
を
抱
え
て
い
た
が
、
業

績
に
結
び
つ
く
視
点
で
取
り
組
み
、
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
い
ま
、
二
五
〇
〇
人
の
う
ち
休
職
者
は

一
桁
だ
が
、
以
前
は
も
っ
と
多
か
っ
た
時
期

も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
改
善
活
動
を
打
っ
て

き
た
。
当
社
で
は
『
す
べ
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
施
策
は
業
績
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た

ら
意
味
が
な
い
』
と
い
う
ぐ
ら
い
極
端
に
考

え
て
き
た
。
人
事
諸
制
度
を
つ
く
る
と
き
の

目
的
は
、
あ
く
ま
で
企
業
が
成
長
し
続
け
、

社
員
も
成
長
し
続
け
る
こ
と
。
こ
の
部
分
を

間
違
え
て
し
ま
う
と
、
い
ざ
人
事
制
度
を
打

ち
出
し
て
現
場
が
白
け
て
し
ま
う
」

　
タ
テ
ヨ
コ
の
対
話
の
推
進
や
現
場
を
白
け

さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

　
「
ま
ず
対
話
の
場
を
タ
テ
と
ヨ
コ
に
増
や

し
て
き
た
。
八
人
の
役
員
が
週
三
、四
回
ぐ

ら
い
は
社
員
と
飲
み
に
行
っ
て
い
る
。
外
部

の
人
と
飲
み
に
行
く
の
も
大
事
だ
が
、
社
内

の
人
と
行
く
方
が
業
績
は
上
が
る
。
そ
こ
で

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
議
論
を
戦
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
大
事
な
の
は
、『
心
理

的
に
警
戒
し
な
く
て
良
い
雰
囲
気
を
つ
く
れ

て
い
る
か
』
だ
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
キ

レ
キ
ャ
ラ
の
上
司
が
い
た
ら
心
理
的
に
警
戒

す
る
。
す
る
と
、『
ほ
う
れ
ん
そ
う
』
が
遅

く
な
り
、
結
果
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す
く

な
り
対
処
も
遅
れ
る
。
だ
か
ら
、
な
る
べ
く

雰
囲
気
を
よ
く
す
る
」

　
「『
え
、
○
○
く
ん
、
辞
め
る
の
？
』
の
よ

う
な
急
な
退
職
を
、
当
社
で
は
『
び
っ
く
り

退
職
』
と
呼
ん
で
い
て
、
こ
れ
を
減
ら
す
こ

と
も
重
要
。
こ
れ
が
多
い
と
業
績
は
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
の
で
、
予
め
把
握
で
き
て
い
る

状
態
に
す
る
。
さ
ら
に
、
職
場
の
活
性
化

で
重
要
な
こ
と
に
、『
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
は
流
行

る
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

文
言
や
言
葉
、
セ
リ
フ
は
面
白
い
よ
う
に
広

が
る
。
で
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
広
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
人
事
が
『
白
け
』

に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
い
か
に
張
っ
て
い
く

か
。
常
に
『
白
け
』
が
起
き
て
い
る
と
の
前

提
で
、
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
の
判
断
を

日
々
行
っ
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
」

　
「
白
け
」
は
メ
ン
タ
ル
悪
化
に
つ
な
が
る

　
「
白
け
」
に
関
し
て
曽
山
氏
は
、「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
悪
化
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
な

い
」と
し
て
、と
く
に
注
意
が
必
要
だ
と
語
っ

た
。

　
「
先
ほ
ど
の
表
彰
の
と
き
に
気
を
付
け
て

い
る
の
は
、『
表
彰
が
逆
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
』
と
い
う
こ

と
。
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
社
員
を
表
彰

し
て
し
ま
う
と
、
社
員
の
白
け
が
も
の
凄
く

広
が
っ
て
し
ま
う
。
過
去
に
営
業
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ

を
表
彰
し
て
、
そ
の
後
に
飲
み
に
行
っ
た
ら
、

『
あ
の
営
業
の
○
○
さ
ん
っ
て
嫌
わ
れ
て
い

る
の
、
知
っ
て
ま
す
？
』
と
い
わ
れ
て
身
の

毛
が
よ
だ
つ
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
そ
の
後

は
社
員
投
票
を
や
る
よ
う
改
善
し
た
ら
、
人

望
の
あ
る
人
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
彰
は
人
望
の
あ
る
人
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な

い
」

　
月
イ
チ
面
談
で
き
め
細
か
い
対
応
を

　

ま
た
、
同
社
で
推
奨
し
て
い
る
上
司
と
部

下
の
「
月
イ
チ
面
談
」
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
改
善
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
「
月
に
一
回
、
上
司
と
部
下
で
先
月
の
業

績
の
振
り
返
り
と
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
三
〇
分
ぐ
ら
い
話
す
。
す
る
と
、
上

司
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
微
妙
な
変
調
に
気

付
く
よ
う
に
な
る
。『
月
イ
チ
面
談
』
は
退

職
率
の
低
減
に
も
つ
な
が
る
し
、
毎
月
評
価

す
る
こ
と
で
査
定
評
価
の
ズ
レ
も
な
く
な
る
。

こ
の
面
談
は
、
表
彰
の
際
に
も
効
果
的
。
褒

め
る
と
き
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、
と
に
か

く
『
盛
大
に
褒
め
る
』
と
い
う
こ
と
。
本
気

で
褒
め
る
よ
う
に
上
司
が
頑
張
ら
ね
ば
、
社

員
が
向
い
て
く
れ
な
く
な
る
か
ら
だ
。
き
ち

ん
と
そ
の
人
の
活
躍
を
褒
め
よ
う
と
思
え
ば
、

頑
張
っ
て
い
る
事
実
や
プ
ロ
セ
ス
を
ち
ゃ
ん

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
面

談
時
に
、『
ど
う
い
う
こ
と
を
頑
張
っ
て
い

る
？
』
と
問
い
か
け
た
り
、『
ど
う
い
っ
た

と
こ
ろ
が
成
長
し
た
と
思
う
？
』
と
投
げ
か

け
て
聞
き
取
っ
て
い
く
」

　
（
注
）

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
健
康
い
き
い
き
職
場
づ
く
り
」
の

概
念
と
具
体
的
方
策
を
国
内
に
広
く
普
及
し
、
こ
れ
を
通

じ
て
働
く
人
の
心
身
の
健
康
増
進
と
企
業
の
生
産
性
向
上

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
生
産
性
本
部
と
東
京

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
精
神
保
健
学
分
野
が
協
同
し

て
設
立
し
た
も
の
。

（
新
井
栄
三
）


